
辻佐保子美術史学振興基金 

第五回講演会 

 

講演者 

ゲアハルト・ヴォルフ教授（Prof. Dr. Gerhard Wolf） 

在フィレンツェ、マックス・プランク財団ドイツ美術史研究所長 

 

講演題目 

『納入の芸術：器と壺についての比較美術史学的考察』 

The Art of Containment: Of Vessels and Vases in a Transcultural Perspective 

（使用言語：英語、逐次通訳付き） 

 

日時：2018年 4月 28日（土）14:00～16:00（終了予定） 

 

場所：東京大学本郷キャンパス 

国際学術総合研究棟 1階 人文社会系研究科・文学部三番大教室 

https://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_01_07_j.html 

 

主催：美術史学会 

https://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_01_07_j.html

